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 梅雨入りしました。ケガや体調不良が増える時期です。 

 自分で危険を予知して、事前に対策して動けるようになるといいですね！ 

 

🔶梅雨型熱中症が増える・・それほど暑くない日も要注意！ 

 
🔶食べ物が傷みやすい・・食中毒に注意！ 

  菌を「つけない」「増やさない」「やっつける」が基本。 

🔶ぬれた床が滑りやすい・・足元には十分注意を！ 

   建物の入り口や道端のマンホールなど、思わぬところでケガをするかも。 

🔶気圧がつらい・・天候が安定しないと、自律神経が乱れがちに。 

  規則正しい生活を心がけて、体を整えましょう。 

🔶雨で周りが見えにくい・・雨の日は視界が悪くなり、事故が増える。 

  車の運転手から見えやすいように、明るい服装を意識したり、反射材を身に

つけましょう。 

 

学校で毎年実施している健康診断のひとつ「尿検査」。 

「尿検査」で何がわかるか、知っていますか？ 

学校の尿検査では、主に次の３つの成分が混ざっていないかを調べています。 

 

 本来、体にとって必要な「栄養（蛋白や糖）」「赤血球」は、腎臓の働きのおか

げで尿には混ざりません。もしこれらが尿に出ていたら、体に異変がおきている

かも、と気づくことができるのです。 

 みなさんは、普段とても元気で、大きな病気とは無縁だと感じている人がほと

んどだと思います。しかし、腎臓の病気や糖尿病は、「かなり悪化するまで、全く

痛くもかゆくもない（自覚症状がない）」という、恐ろしい特徴を持っています。 

 気づいたときには手遅れ…ということにならないように、「元気に見える今だか

らこそ、隠れた異変がないか先回りして確かめる」ことが、尿検査を行う最大の

意味です。 

 

 

◆◇◆スクールカウンセラー岡本先生の来校日◆◇◆ 

６／５（金）、12（金）、19（金）、26（金） ７／９（木）、17（金） 

（8:40～11:40 １～３校時） 

   相談希望の場合は、担任の先生又は保健室に声をかけてくださいね。 

調べる成分 正常な状態 

陰性（－） 

もし陽性（＋）だったら 

蛋白 

（たんぱく） 

フィルターを通らない 腎臓のフィルターが傷ついている可能性、または激 

しい運動のしすぎ 

糖（とう）  体に全部吸収される  血液中の糖分が多すぎる可能性 

潜血 

（せんけつ） 

 血液は混ざらない  腎臓や尿路のどこかで出血している可能性 

 


